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１．はじめに 

本研究にご協力頂いた森山工業株式会社様は、以下の

課題を抱えている。(1)型枠の管理が非効率で過剰在庫や

保管スペースの無駄が生じている。(2)顧客からのフィー

ドバックの管理が難しい。これらに対処するため、本研

究は、自然言語をSQL文に変換するText-to-SQLをAIエー

ジェントとして活用し、データベースを自然言語でアク

セスするシステムを開発している。また、データベース

出力を自然言語にて回答するAIエージェントについて

も同様に開発した。

先行研究としてGPTなどのクラウド型のLLMを利用し

てデータベースを利用したものが主流である [1]がセキ

ュリティの確保などの理由からローカル環境で動作する

ローカルLLMを用いたAIエージェントを構築した。

２．目的  

自然言語によってアクセスすることを可能にする AI

エ ー ジ ェ ン ト を 開 発 し 、 ロ ー カ ル 環 境 に お け る

MySQL/MCP-RAG を構築することを目的とする。これに

よってデータベース活用におけるハードルを下げ、秘匿

性の高いデータを保護する RAG を構築する。

３．研究方法  

図 1 は提案開発するデータベース検索システムの構成

図である。ローカル LLM とデータベースを紐づけるこ

とによってデータベース内の情報に関する自然言語での

質問からデータベースを検索しその結果をもとに回答を

生成する。  

図 1 提案するデータベース検索システム  

４．実験・製作・調査  

データベースを検索し、回答を行うチャット形式の

WEB アプリケーションを制作した。Docker コンテナで

Python 環境と MySQL 環境、Ollama 環境を構築した。

Python 環境で LLM によるデータベース検索と回答の生

成を行う WEB アプリケーションを制作した。  

UI に Streamlit ライブラリを使用した。ローカル LLM

の 利 用 に Ollama を 使 用 し 、 ロ ー カ ル LLM に

Llama3.1,qwen3 を使用し出力結果を比較した。LLM によ

るデータベース検索から回答の生成までの処理の制作に

LangChain ライブラリを使用した。LLM の処理と MySQL

を連携させるために MCP(Model Context Protocol)サーバ

機能を使用した。  

一例として、森山工業株式会社様の管理されているデ

ータベースの構造を参考に仮の情報を使用したデータベ

ースを作成した。LLM に入力するプロンプトにデータベ

ースのテーブル情報を加えることで SQL 文の正確性を

向上させた。  

５．成果  

ローカル LLM と MySQL を利用したデータベース検索

アプリケーションのプロトタイプを作成した。図 2 は制

作した WEB アプリケーションの実際の画面である。

図 2 WEB アプリケーションの画面  

データベースの内容についての質問文を入力すること

により MySQL で構築した仮のデータベースを検索して

回答が生成できることを確認した。  

６．今後の方針  

 今後より大きな規模のデータベースで検証を行うため

に Text-to-SQL のベンチマークを利用する。また、顧客

応対エージェントの開発を行う。  

Streamlit の UI では構成の制限が大きいため React を

用いた UI を制作する。React をフロントエンドに用い、

JavaScript 言語を活用する。また、Fast API をバックエン

ドに用い、Python 言語を用いる。また、顧客対応エージ

ェントを完成させ、 Langgraph_supervisor を使用した

Multi Agent システムを検討し、認証・認可やマルチユー

ザー対応等の実用化へ向けた実装を行い、実際の業務で

検証・修正を重ね、UX を改善する。  
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